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叢

資
本
主
義
経
済
学

-

白
然法
則
･

納

祝
義
務
者
と
し

て
の国家
･

階

級
に
就

い
て

･

時

論

喜
怒
業
の
喋
張
及
び
改
善

･

農
業
不
動
産
金
融
ヱ

般
不

動産金
融

読

苑

個
人
主
義
及
社
食
重
義
局
外
観

･

億
岡
山
薄

の
敢
倉
法
に
就
て

･

稚

録

地
利
の
改
廃
に
就
て
･

白
耳
義

錆
失

業
保

険

制

度

に
就
て

法
準
博
士

河

上

肇

抜
畢
柚
+

耐

戸

正

雄

文
学
博
士

高

田

傑

馬

抜

撃
博

士

戸

田

沿

滞

汝
堅
陣
土

河

田

嗣

郎

法
学
博
士

財

部

静

拾

搾
研
摩

士

里
…

正

厳

法
畢
博
士

小
川

郷
太
郎

法

率

土

]
戸

二

郎



」

階

級

に

就

レ 、

て

(三

)

占口回

田

保

馬

て

全
艦
祉
雪
釣
範
疇

ミ
し
て
の
階
級

】

二
、
階
緻
ば
国
家
的
範
疇
な
弓

ご
云
ふ
事

の
否
定

・

三
、
階
級
ε
肚
會
的
勢
力

哩

能
動
的
及
び
受
動
的
な
ゐ
審

的
勢
力

扉

五

、
機
能
的
分
配
及
び
非
機
能
的
分
配

大
画

家
以
外
・
部
盆

曾

於
け
ろ
雛

罪

機
露

分
」

七

、
職
業
的
分
配
、
非
職
業
的

分
配

八
-
聯
絡
の
傾
向
n

(吸
引

の
原
則
、
利
用
の
原
則
)

九
、
棋
力
、
富
力

、
地
位

の
相
互
關
係

十
.
画
家
の
榔
力

こ
他

の
肚
會

の
礎
寿
ぐ」
の
關
係

十

一
、
準
行

の
法
則
及

び
集
積

の
法
則

十
二
、
吸
牧

の
法

則
及
び
均
衡

の
法
則

十
三
、
結

論

・

載

}
・

號

所

・

冨

、

八

私
は
今
ま
で
、
阯
會
的
勢
力
の
種
々
な
る
種
類
を
説
明
し
た
、
藪

に
輔
じ
て
そ
れ
ら
の
も
の
商

に
存
す

る
關

係

を
明

に
し
た

い
ε
思

ふ
。
此
關
係

ε
云

ふ
も
極

φ

て
廣
汎

な
る
も
の
な

る
が
故

に
、
私

は
た

ゴ
其
中

の
重
要

な

論

叢

羅

に
馨

て
(三
)

筆

六
巻

(第
一
號

四
三
)

三
見

、

.

-
.

■



論

叢

階
級
に
就
い
て
(三
)

第
+
六
巻

(第
二
號

四
四
)

三
[
Q

る
黙
を
述

べ
る
に
止

め
る
。

か
、
る
黙

ε
し
て
翠

ぐ

べ
き
は
、
第

一
、
種

々
な

る
肚

會
的

勢
力
は
其
中

一
の
存

す

る
所
ま
た
他
を
伸

ひ
来

る
傾
向

、

云
は

罫
聯
絡

の
傾

向

が
め

る
。
第

二
、
此

聯
絡

の
結
果

ε
し
て
各
人

の
上

に
種

々
な

る
力

が
集
積
す

る
、
此

藁
積

の
結

果

ご
し
て
各

人
の
有
す

る
肚
會
的
勢

力

の
総

量
が
定
ま

る
。
此

総
量

ご

さ

き

の
聯
絡

の
傾
向

そ

の
も

の
ご
を

明
に
し
た
.い
。

聯
絡

の
傾
向

に
閲

し
て
、
先

づ
注
目

せ
む

ご
す

る

は
威

力

ε
権
力

ε
の
そ
れ
、
即

ち
見

出

さ
る
Σ
服

従
可
能

ご

捕

へ
ら

る

＼
服
従
可
能

ご
の
相
伴

ひ
易

き
事
實

で
あ

る
。
前

に
も
述

べ
た

る
が
如
く

、
優
勢

な

る
力

の
所

在

は
常

に
威

力
を
伴

ふ
、
從
ひ

て
権
力

に

せ
よ
富

に
せ
よ
、
肚
曾

的
勢
力

の
分
掌

せ
ら

る

、
所

、
其

程
度

に
鷹

じ
て
威

ガ

の
生
す

る
を
見

る
。
威
力

の
泉
源

、
或

は
他

の
表
現

を
用

ふ
れ
ば
、
威

力

へ
の
通
路

に
略

ぼ
三

の
も

の
が
あ
る
。

其
本
原

的
な

る
も

の
は
個

人
的
能

力
、

こ
ご
に
其
丈

化
的
能

力
で

め
る
、
本

原
的
な
ら

ざ

る
も

の
に
は
出
生

ご
肚

會

的
勢

力

こ
の
二
者

が
あ
る
。
出

生
が
何
故

に
威
力

を
俘

ふ
か
は
従
来
十

分
な

る
説

明
を
加

へ
ら

れ

な

か

っ
た

が

、
そ

の
説
明
可
能

の
方

法
少

く

ご
も

こ
潜

め
る
。

其

…
は

一
般
威
情

の
性
質

に
基

く
も

の
で
あ

る
・
す

べ
て
の

威
情
は

接
近

ご
類
似

ご
に
よ
り

て
椎
轄
す

る
、
威

力

の
反
面

た
る
愈

重
の
感
情

ま
た

、
最
も
密
接

な
る
場
所

的
血

縁
的
聯
絡

を
意
味
す

る
出
生

に
よ
b
て
推
縛
す

る
こ

ざ
當
然

な
b

ε
も
考

へ
ら
れ

る
。
其

二
は
威
力

の
所
在

に
常

に

一
種

の
普

遍
的
な

る
力

,
.而

し
て
、
原

始
的

な
る

力

ご
し
て
考

へ
ら

る

、

マ
ナ
の
如

き
も
ゆ
を
認

め
る
、
此
か

の
性
質

ε
し
て
共
棲
鯛
す

る
所

容
易

に
之
を
傳

達
す

る
、
出
生

は
此
接
鯛

の
最

も
緊
密
な

る
場
合
な

る
が
故

に
、



『

親
の
威
力
を
有
す
る
時
}
子
も
亦
容
易

に
此
威
力
を
承
け

る
。
威
情
に
よ
る
推
薩
に

よ
い
て
は
、
出
生
以
外
数
多

の
軽
き
接
鯛

に
よ
る
威
力
の
傳
達
を
説
明
し
難
き
が
故
に
、此
後
の
説
明
を
以
て
選
ば
る
べ
き
も
の
ご
考

へ
る
が
、

比
熱
は
今
詳
論
ず
る
事
を
得
す
。
出
生
は
威
力
の
泉
源
の
う
ち
、
最
も
派
生
的
な
る
も
の
、

こ

れ

ε
本
原
的
な

る
衣
化
能
力
こ
の
中
間

に
訊肛
會
の
権
力
富
等

の
分
亨
が
あ
る
。

か

・
る
肚
會
的
勢
力

が
存
す
る
所
帯
に
威
力
を
俘

ひ
、
此
威
力
が
値
…達
に
よ
b
て
出
生
の
曾
貴
を
生
す

ど
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
富
も
権
力
の
種
々
な
る

形
態
も
威
力
を
俘
ふ
傾
向
は
あ
る
が
、
事
實
に
於
て
果
し
て
こ
れ
だ
け
の
威
力
の
生
す

る
か
は
種

々
な
る
事
情
に

よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
、

一
概

に
論
定
し
去
る
事
を
許
さ
粛
。

私
は
椹
力
の
語
を
廣
狭
種
々
に
使
用
し
た
。
最
廣
義
に
於
て
、
そ
れ
は
威
力
に
樹
立
し

つ
、
能
動
的
な
る
肚
會

的
勢
力
の
す

べ
て
を
含
む
。
冨
も
地
位
も
、
而
し
て
統
制
的
機
能
に
興

る
機
關
の
分
享
す

る
権
力
も
皆
兵
中

に
列

す

る
。
第
二
の
意
義

に
於
て
、
そ
れ
は
富
に
対
立
す

る
。
多
く
の
學
者

が
冨
、
才
能
ε
相
並
び
て
罹
力
が
階
級
的

匠
劃

の
決
定
盾
な
り
置
は
此
意
味
に
於
て
す

る
。
此
際
地
位
も
亦
分
享
せ
ら
れ
た
る
権
力
の
内
容
を
な
す
。
第
三

の
而
し
で
狭
き
意
義
に
於
て
、
そ
れ
は
肚
會

の
権
力
並
に
其
統
制
的
機
能
に
塗
輿
す

る
事

に
よ
b

て
人
々
の
分
草

す
る
此
就
會

の
樺
力
の
み
を
含
む
、
こ
れ
が
此
小
篇

に
用

ふ
る
狭
義

の
権
力
で
あ
る
。
第
四
の
最
狭
な
る
意
義
に

於
て
は
肚
會
が
成
員
を
服
従
せ
し
む
る
力
の
み
を
含
み
、
個
人
が
其
行
使
に
参
興
す
る
事
に
よ
b
て
分
草
す

る
も

の
を
除
外
す

る
、
而
し
て
此
除
外
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
置
き
意
義

に
於
け
る
職
権
の
名
を
以
て
呼
び
以
て
最
挾
義

論

盤
取

階
覇
酬
に
齢
…
い
て

(一二
)

超
即
十
山八
握
暦

(第

二
號

四
写
血
)

一二
一

一

i
.
.

■



「

肌而

叢

階
…級
に
就
い
て
倉
二
)

第
十
由ハ巻

(第
二
號

一隅
占ハ
)

一二
一
一一

の
椹
力

ご
対
立
せ
し
め
る
事
が
出
来
る
。
今
最
廣
義

の
灌
力
よ
り
究
局
の
分
析
に
於
.て
権
力
に
蹄
着
せ
し
め
ら

る

べ
き
財
産
叉
は
富
を
除

い
て
之
を
権
力
ε
見
な
し
」
以
て
冨
に
樹
立
せ
し
め
る
。
此
意
味
即
ち
所
謂
第
二
の
意
義

に
於
け
る
権
力
は
共
非
機
能
的
に
身
配
せ
ら
れ
た
る
も
の
即
ち
地
位
ご
、
機
能
的

に
分
配
せ
ら
れ
た
る
も
の
即
ち

職
灌
ぎ

に
分
ち
考
ふ
る
事
が
.出
來
る
。
組
て
の
肚
曾
的
勢
力
の
集
積
す
る
所
帯

に
威
力
を
加
ふ
る
。
黙
れ
こ
も
伴

ひ
來
る
威
力
の
程
度
は
肚
會
の
事
情

に
鷹
じ
て
異
な
り
。
肚
會
的
勢
力
は
其
支
持
者
た
る
個
人
に
固
有
な
る
ほ
ご

帥
ち
其
個
人

ε
密
接

に
結

び
付
け
る
ほ
、芝
、
威
力
を
伸
ひ
易

い
、
此
條
件
に
し
て

一
様
な
ら
ば
、
握
ら

る
、
勢
力

の
大
さ
が
件
ひ
摩
る
威
力
の
大
さ
を
決
定
す
る
。支
持
者
陀
る
個
人
に
固
有
な
る
程
度
は
地
位
に
若
く
は
無

い
、
從

ひ
て
地
位
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
威
力
を
伴

ふ
事
最
も
著
し
い
、
特

に
其
世
襲
的
ε
な
る
に
及
び
て
固
有
の

程
度
を
加

へ
威
力

の
掻
さ
を
増
す
。
統
制
的
機
能

に
件

ふ
権
力
に
至
b
て
は
、
そ
れ
が
肚
會
の
必
要
の
爲
に
分
享

せ
ら
れ
、
面
し
で
耽
曾
の
意
志

に
よ
b
て
興
奮
せ
ら
る
ε
考

へ
ら

る
、
限
り
、
威
力
を
俘

ふ
事
が
乏
し
い
。
た
ゴ

此
戯
橿

の
強
大
に
し
て
個
人
が
之
を
睡

る
＼
事
難
き
著
し
き
威
力
の
源
泉
ε
な
る
、
富
力
に
至
り
て
は
そ
れ
が
關

接
的
な
る
勢
力
で
あ
る
以
上
、
権
力
の
直
接
的
な
る
に
比
す
れ
ば
弱
き
力
で
あ
る
。
加
之
、
個
人
に
固
有
な

る
程

度
は
地
位
に
及
ば
糧
、
從
ひ
て
地
位
が
階
級
的
懸
隔
を
決
定
す
る
ほ
こ
に
重
要
な
る
勢
力
を
有
し
た
る
場
合
に
は

威
力
を
俘

ふ
事
極
め
て
微

弱
な
る
を
発

か
れ
な
か
っ
た
。
た
ぼ
地
位
ε
云
ふ
特
椹
の
殆
ご
消
滅

し
去
る
に
及
び
て

舷
じ
め
て
、
肚
會
の
階
級
別
決
定
に
於
け
る
唯

一
の
勢
力
た
る
親
を
呈
し
來

つ
だ
の
で
あ
る
。

燭



文
化
的
能
力
(出
生
に
關
し
て
も
同
様

に
論
や

る
事
を
得
る
が
∀
も
亦
前
述

の
如
く
、

一
般

に
威
力
を
俘
ふ
傾
向

を
有
す

る
。
撚
れ
こ
も
、
そ
れ
は
如
何
に
優
秀
な
る
も
の
に
て
も
個
人
的
な
る
能
力
た
る
に
止
ま
る
。
肚
會
的
勢

力

に
至
り
て
は
個
人
の
力
の
綜
合
的
成
果
`
し
て
無
限
の
増
加
進
展
を
許
す
も
の
、
現
實
の
肚
會
に
あ
り
て
も
其

分
享
せ
ら
れ
た
る
所
は
単
な
る
個
人
の
到
底
抗
争
し
匹
敵
し
難

き
力
の
所
在
こ
な
る
。
從
ひ
て
普
蓮

一
般
の
事
情

の
下
に
め
り
て
は
、
阯
會
的
勢
力

の
威
力
を
伴
ふ
事
遙

K
才
能
に
超
ゆ
る
を
常
蓬
す

る
。
た
ゴ
肚
會
の
組
織
が
消

滅

叉
は
衰
頽
し
て
其
統

一
の
弛
緩
せ
る
場
合
.
云
は
ゴ
肚
曾
的
勢
力
の
形
成
分
配
殆
ざ
行
は
れ
ざ
る
か
、
然
ら
す

し
て
　肛
會

的
勢
力
の
分
配
極
め
て
平
等
な
る
場
合
に
は
、
此
才
能
が
威
力
の
泉
源
ε
し
て
最
も
顕
著
な
る
意
義
を

有

す
る
に
至
る
。
人
人
が
階
級
匠
劃
の
権
力
に
よ
る
時
期

に
次

い
で
富
力
に
よ
る
時
期
あ
り
、
此
時
期
去
り
て
才

能

に
よ
る
時
期
摩
る
べ
し
じ
考
ふ
る
は
、
此
邊
の
事
情

に
關
聯
す
る
所
淺
し
ご
せ
諏
。

私
は
合
ま
で
、
肚
會
的
勢
力
の
威
力
を
生
す

る
事
、
云
は

y
そ
の
威
力
形
成

の
作
用
を
説

い
た
の
で
あ
る
が
、

韓
じ
て
威
力
の
枇
會
的
勢
力
の
形
成
作
用
を
論
じ
た
い
ご
思
ふ
。
此
黙
に
關
し
て
は
ジ
ソ
メ
ル
の
考
が
注
目
に
櫨
,

す

る
。
.今
其
見
解
を
逐
字
的

の
精
確
さ
も
て
述

べ
る
事
は
必
要
で
は
な

い
。
所
説
の
大
禮

に
よ
れ
ば
、
乱肛
會
の
椎
一

力
ε
個
人
の
、威
力
ご
は
二
様
の
關
係
に
立

つ
。

一
方
に
於
て
、
肚
會

の
椹
力
先
づ
形
成
せ
ら
れ
、
而
し
て
そ
れ
が

其
機
關
把
る
個
人
に
分
享
せ
ら
る

、
事

に
よ
り
て
個
人
の
威
力
を
生
す

る
事
も
あ
る
、
然

b
す
し
て
、
個
人
の
威

力
先
づ
形
成

せ
ら
れ
、
之
を
基
礎
ε
し
て
肚
會

の
椹
力
の
形
成

せ
ら
る
＼
事
も
あ
る
。

一
方
に
あ
り
て
は
、
力
の

験

蟹

階
級
に
就
い
て
(三
)

第
†
六
巻

(第
二
號

四
七
)

三
=
二

・

r

U

9



論

叢
.

階
級
.に
就
い
て
〔三
)

.

策
士
ハ巻

(第
二
號

四
八
)

三
「四

分
配
様
式
が
上
よ
り
下
に
降
り
、
.
他
方
に
あ
り
て
は
そ
れ
が
下
よ
b
上
に
昇

る
。
此
見
方
の
詳
細

に
閲
し
て
は
更

に
立
入
り
た
る
分
析

ε
熟
慮
ε
を
要
す

る
も
の
が
あ
る
ε
思
ふ
が
、
其
骨
子
の
み
は
之
を
是
認
し
た

い
。
威
力
の

肚
會
的
勢
力
構
成
の
作
用
は
謂
ふ
に
次
の
二
途
を
出

で
漁
。
第

一
、
あ
る
力
の
支
持
者
に
謝
し
て
各
人
が
白
襲
的

な
る
服

'從
を
捧
げ
る
、
此
服
従
者
が
或
共
通
な
る
目
的
又
は
類
似
黙

に
よ
り
て

【
集
團
を
形
成
し
易
き
場
合
、
威

力
の
中

一6
π
る
此
個
人
は
共
受
く
る
所
の
服
従
を
統

一
し
て
、
之
を
意
識
的
に
佐
用
せ
し
め
る
、
帥
ち
此
集
團
を

馳

統
制
す

る
勢
力

ご
な
す
。

か
く
て
、
肚
會
は
此
共
通
な
る
服
従
を
中
心

こ
し
て
成
立
し
、
威
力
は
組
織
せ
ら
れ
て

其
砒
會
の
擢
力
を
形
成
す

る
。
或
人
物
を
中
心

ε
し
て
團
禮
の
形
成
せ
ら
胤
＼
場
合
ε
見
ら

る
、
も
の
は
こ
れ
で

あ
る
。
第
二
、
共
通
な
る
目
的
叉
は
文
化
的
類
似
に
よ
り
て

一
集
團
を
形
づ
く
れ
る
人
々
が
あ
る
、
彼
等
は
既
に

或
程
度
に
於
て

一
集
團
の
意
識
を
有
し
、
ま
紀
明
確
な
る
統

一
的
意
志
を
形
成
す
る
に
こ
そ
至
ら
ざ
れ
、
其
間
漠

然
た
る
共
通
の
要
求
は
既
に
之
を
有
す

る
。
此
時
彼
等
の
申
に
あ
乃
中
.心
的
人
物
み
り
て
威
力
の
支
持
者
ご
な
る

事
あ
り
ε
す
れ
ば
、
之
に
蜀
す
る
服
從
は
威
力
の
反
面
ε
し
て
の
服
従
以
外
新
な
る
分
子
を
加
ふ
。
即

ち
共
通
な

る
要
求
の
意
識
は
肚
會
的
統

一
の
要
求
を
俘
ひ
、
此
要
求
が
自
ら
此
威
力
を
中
心
ど
し
て
此
統

一
を
實
現
せ
む
ε

の
傾
面
を
生
す

る
が
故
に
、
此
集
團
に
謝
す
る
服
従
が
容
易
に
彼
に
向
ひ
て
捧
げ
ら
れ
る
。
威
力
の
支
持
者
は
此

二
種
の
服
従
を
組
織
立
て
、
之
を
意
識
的

に
作
用
せ
し
め
服
従
獲
得
の
手
段

ピ
な
す

に
及
び
、
藪
.に
肚
會

の
権
力

が
明
確
に
成
立
す
る
。
此
場
合
艦
あ
b
て
は
、
域
人
物
を
中
心
窪
し
て
社
倉
が
成
立
す
る
に
非
す
、
漠
然
た
る
形
.

,



に
於
て
成
立

せ
る
吐
會
が
此
人
物
の
威
力
を
中
・心
ご
し
て
明
確
な
る
組
織
の
形
成
を
見
る
。
從
ひ
て
、
此
際
新

に

成
立
す
.る
砒
會
の
権
力
は
軍
に
威
力
の
組
織
ε
の
み
見
ら

る
べ
き
も
の
に
非
す
、
威
力
ε
萌
芽
の
形
に
於
て
存
在

し
た
る
権
力
ご
が
合

一
し
て
明
確

に
し
て
張
力
な
る
擢
力
を
形
成

し
陀
る
も
の
で
あ
る
。
九

ゴ
此
萌
芽

の
形

に
於

け
る
椹
力
に
封
ず
る
服
従
が
威
力

ご
混
辞
し
、
少
く
も
成
員
の
意
識
・に
あ
り
て
は

人
そ
の
も
の
に
封
ず
る
自
獲

的
服
従
ε
認

め
ら
れ
る
。
例

へ
ば
今
日
ガ
ソ
ヂ
を
中
.恥
こ
す
る

一
派
の
印
度
猫
立
運
動
が
成
功
す
ざ
せ
よ
、
新
印

度
の
権
力
は
ガ
ソ
ヂ
の
人
格
的
威
力
を
組
織
化
す
る
事
に
よ
り
て
形
成

せ
ら
る

、
が
如
く
に
考

へ
ら
る
、
其
賞
、

印
度
の
国
民
的
統

一
の
要
求
に
基
く
服
従
の
分
子
は
此
威
力
に
蔽
は
れ
て
存
在
し
て
み
る
∩

威
力
が
其
他

の
砒
會
的
勢
力
即
ち
廣
義

の
権
力
を
形
成
す

る
作
用
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
威
力
は
之
を
形

成
す

る
の
み
な
ら
す
、
之
に
到
達
せ
し
む
る
冷
用
を
有
す
る
、
誘
は
ゴ
そ
れ
は
種
々
な
る
形
の
肚
會
的
勢
力
を
得

べ
き
通
路
を
な
す
。
こ
れ
は
ま
π
二
種
の
事
情

に
よ
る
。

「
は
肚
會
的
勢
力
相
互
間

の
吸
引
力
に
し
て
、
二
は
そ

れ
ら
相
互
の
利
用
的
傾
向

で
あ
る
。
吸
引
力
ご
云
ふ
は
或

一
の
肚
會
的
勢
力
を
有
す
る
も
の

＼
よ
に
は
容
易

に
、

而
し
て
其
人
の
有
意
的
努
力
を
離
れ
て
な
ほ
、
他

の
砒
會
的
勢
力
が
集
よ
b
加
は
る
其
傾
向
を
指
す
。
利
用
的
傾

向

ご
云
ふ
は
吐
會
的
勢
力
の

一
種
の
も

の
を
有
す
る
人
は
之
を
手
段
ε
し
て
作
用
せ
し
む
る
事
に
よ
b
て
他
櫨
の

も
の
か
.獲
得

せ
む
ε
す
る
傾
き
に
外
な
ら
ぬ
。
二
の
事
情
を
此
場
合
に
關
し
て
考
察
し
た

い
。
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種

々
な

る
祉
會
的
勢
力
例

へ
ば
、
椹

力
、
地
位

、
富
力

の
如

き
は
常

に
人

々
に
分
享
せ

ら
れ
、
求
人

の
力

ご
し

て
存

立
す

る
事
を
要

す

る
、
從
ひ

て
そ
れ
は
何
等

か

の
方

法
も
て

分
配

せ
ら

れ
な
け
れ
ば

な
ら

隙
。
而

し
て
そ
の

分
配
が
如

何
な

る
姿

に
於

て
行

は
る

＼
か
、
即

ち
何

人
が
幾
何
を
得
他

の
何
人
が
幾

何
を
得

る
か
は
複
雑

に
し

て

困
難
な

る
問
題

で
あ
る
。

撚

れ
こ
も
他

の
事
情

に
し

て
全

く

一
様

な
ら
ば

、

そ
れ
鳳
威
力

の
強

さ
に
よ
り
て
決

定

せ
ら

れ

る
ピ
見
得

る
。

か

、
る
勢

力

の
分
享

は

一
方

に
於

て
極

め
て
有

利
な

な
事
柄

で
あ
る
、
各
人

の
力
の
欲
望

は

こ
れ

に
よ
り

て
其
満
足
を
見

出
す
。
肚
會
的
意
志

は
此
勢

力

の
分
享

に
與

か
る

べ
き
「
分
け

口
」
を
割
り
嘗

て
お

に
如
何

な

る
方
法

に
よ

る
か
。
.耽

會

の
各
成
員

の
意

志
は
此

分
け

口
が
其
尊

竃
す

る
も

の
に
割
り
嘗

て

ら
れ
、
人

な

る
分
け

口
が
尊
重
す

る
事
大

な
.る
も
の
に
割
り
嘗

て
ら

れ

る
事
を
堅

む
。

枇
會

の
統

一
的
意

志
は
成
員

の
意

志

の
総
計

ε
同

一
現
す

べ
か
ら
ざ

る
に
せ
よ
、
之
に
よ

り
て
決
定
せ
ら

る

＼
限
り
、
猷
會

が
此

分
け
ロ

の
割
當

に
於

て
、
尊

重
せ
ら

る

、
も
の
　即
ち
威
力
を
有
す

る
も
の

に
之
を
振
向

げ
、
叉
大

な

る
分
け

口
を

願
力

の
人

な

る
も

の

に
振
向

く
る
昂
、、
自
然

の
勢

で
あ
る
。

叉
、
勢
力
を
分
草

す
る

も
の
に
謝
し

て
成
員

は
服
従
を
捧
げ
ね
ば

な
ら

蝕
、

然

る
に
自
ら
進

み
で
尊
重

せ
ざ
る

も
の
に
謝

し
て
服

従
す

る
は
苦
痛

多

き
事

納

で
め

る
、
等

し
く
服

従
を
佛

ふ
な

ら
ば

、
白
猿

的

に
韓
重
す

る
も
の

に
せ
む
帯
を
望
む

。
即

ち
各
成

員

の
傾
向
は
勢

力

の
分
け

ロ
を
滅

力

め
る
も

の

■



に
振

嘗
て

る
に
存

す

る
.

之

に
よ
り

て
決
定

せ
ら

る

、
肚

曾

の
意
志
亦
黙
り
。

か
く

て
、
肚
會

的
勢
力

の
分
配
は

既
存

の
威

力

の
分

配
に
比

例
す

る
事

ε
な
る
。

こ
れ

が
帥
ち
威

力
が
肚

御
酌
勢

力

に
到
達

せ
し

む

る
通

路
な
り

`

云
ふ
所
以
で

あ
る
。
而

し
て
ま

淀
、
威
力

ド
肚
曾
的
勢

力
ε
の
間

に
吸
引
力

あ
b

ご
云

ふ
所
以

で
み
る
。
更

に
思

ふ
に
同

一
な

る
關
係

は
他

の
種

力

な

る

融

曾
的
勢

力
相

互
の
間

に
も
存
在

し
得

る
。
此

事
は
後

に
澹

察
を
加

へ

る
。

か

、
る
關
係

の
存
在

す

る
が
故

に
、
藪

に
肚
會

的
勢
力
問

の
吸
引

の
原
則

が
確
認

せ
ら
れ

る
。

撚

れ
ご

も
、如

上
の
構
想

は
全
く
他

の
事
情

に
・し
て

一
様

な
ら

ば
ε
云

ふ
條

件

の
下

に
試

み
た

る
も
の
、
威
力

が

肚
會
的
勢
力

に
到

る
適

齢
な
り

ご
云

ふ
事
情

は
他

に
も
ま
た
存

在
す

る
。
吸
引

の
原
則

の
考
察

に
あ
り

て
は
肚
會

の
態
度

に
画存着
眼

し
た
る
が
。
縛

じ
て
威

力
の
支
持

者

の
態

度
に
着
眼
す

る
事
が
出
來

る
。
力

の
欲
望

が
人

々

に
根

ざ

せ
る
限
b

、
彼
等

は
皆

紅
曾

的
勢

力
の
分
け
口

の
振
向
け
を
要
求

し
、
此

分
け

口
の
人

な

る
も

の
を
傷

む

こ
・し

を
要
求
す

な
。
而

し
て
こ
れ
が
爲

に
は
共
有

す

る
所

の
威
力

の
利
用

を
離

せ
な

い
で
あ
ら

う
。

か
の
分

け
口

に
劃

す

る
競
争

の
行
は

る

、
所

、
此
威
力
を

利
用

し
て
他

を
墜
遣
す

る
。
其

結
果

`
し
て
、
勢

力
の
分
け

口
は

一
般

に

威
力

の
支
持
者

に
割
當

て
ら

れ
、
人

な

る
分
け

口
は

人
な

る
威
力

の
支

持
者

の
握

る
所

ε

な
る
。

云
は

ゴ
此

事
情

よ
り
見

て
も

、
他

の
事
情

に
し
て
全

く

一
様

な
略
ば

、
肚

曾
的
勢

力

の
分
配
は
各

人

の
威
力

の
程

度

に
比
例
す

る
。

或

種

の
勢
力

が
既

㌍
存
す

る
所

、
そ
れ
が
他

の
種
類

の
勢

力
を
獲
得

せ
む
が
霜

に
利
用

せ
ら

る

、
事
は
人
間

に
力

の
欲

里
が
根
ざ
せ

る
以
上
、
當
然
避
く

べ
か
ら

ざ

る
傾

向

に
し
て
、
此
威
力

ε
他

の
吐
曾
的

勢
力

ご
の
關

係
亦

、
此

弘㎜

叢

階
級
に
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い
て
(一二
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一
般
的
傾
向

の
特
殊
な
る
場
合

に
過
ぎ
縄
。
而
し
て
此

一
般
的
傾
向
の
存
在

し

一
の
勢
力
の
利
用
に
よ
b
て
他
の

勢
力
(
同
種

の
勢
力
の
既
得
の
も
の
ご
新

に
獲
得

せ
む

巴
す

る
も
の
に
就

い
て
も
同
様
の
観
察
が
下
さ
れ
得
る
)
の

獲
得
せ
ら

る
、
仕
組
を
名
づ
け
て
利
.用

の
源
則
ご
云
ふ
。

肚
曾
的
勢
力
の
分
け
.口
が
自
然
、
威
ガ
の
存
す

る
厨

に
割
り
嘗
て
ら
れ
る
ご
云
ふ
傾
向
は
以
上
の
如
く
、
利
用
の

原
則
、
吸
引

の
原
則
の
何
れ
に
よ
り
て
も
説
明
し
得
ら
れ
る
。
撚
れ
こ
も
さ
き
に
は
織
の
瀧
會
的
勢
力
の
存
す
る

所
威
力
之
に
俘

ひ
生
す
る
事
を
説

い
た
。
結
局

威
力
ざ
他

の
勢
力
ε
の
間

に
は
相
互
的
決
定
作
用
あ
り
、

　
見
反

射
せ
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
二
様
の
見
解
も
畢
竟
こ
の
相
互
作
用
の

一
面
を
見

肥
る
も
の
に
外
な
ら

繊
。
而
も
此
二

方
向
の
う
ち
何
れ
が
肚
會

の
階
級
的
轟
劃

に
射
し
て
強
き
決
応
力
を
有
す
る
か
ε
云

へ
ば
.
祉
會
的
勢
力
が
威
力

を
俘

ふ
拳
に
し
て
、威

力
が
就
會
的
勢
力
に
あ
り

つ
く
{
云
ふ
事
で
は
無
い
。
耽
會
的
勢
力
は
威
力
以
外

の
手
段

に

.

よ
り
て
獲
得
せ
ら
れ
る
、
獲
得
せ
ら
れ
た
る
勢
力
は
容
易

に
威
力
を
俘

ひ
得
る
ε
は
云

へ
、
威
力
が
元
ε
な
噂

て
肚

曾
的
勢
力
を
獲
得
す
る
場
合
、
そ
の
力
は
他

の
肚
會
的
勢
力
に
及
ば
ざ
る
を
原
則
ご
す
る
。
從
ひ
て
威
力
に
懸
じ

て
　肛
會
的
勢
力
の
分
享
行
は
る
ε
云
ふ
の
は
他
の
肚
會
…的
勢
力
の
分
配
未
だ
行
は
れ
ざ
る
か
、
叉
は
既

に
行
は
る

ざ
す
る
も
、
そ
の
分
掌
の
影
響
の
乏
し
き
生
活
方
面

に
限
る
。
肚
禽
内
部

に
は
じ
め
て
統
制
的
組
織
を
形
成
す
る

時
、
統
制
の
必
要

に
慰
す
る
継
力

の
分
享
の
行
は

る
＼
場
合
の
如

き
は
威
力
に
よ
る
分
配
の

一
例
ざ
見
ら
れ
よ
う
。

私
は
轄
じ
て
威
力
以
外
の
他
の
肚
會
的
勢
力
の
諸
種
類
相
互
間

に
於
.て
此
吸
引

の
原
則
、
利
用
の
原
則
が
如
何

,



に
し
て
伶
附
す
る
か
を
考
察
し
た
い
ご
思
ふ
、
こ
の
事
は
階
級
問
題
に
射
し
て
重
要
な
る
説
明
の
鍵
を
與

ふ
る
も

の
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
肚
會
勢
力
は
数
多
の
分
け
口
を
な
す
、
而
し
て
種
々
な
る
勢
力

の
分
け
口
相
互
の
聞

に
は
自
ら

な
る
聯
絡
の
傾
向
が
あ
る
。
恰
も

　
の
甘
藷
を
掘
れ
ば
芋
蔓
の
端
よ
り
端

へ
進
み
他

の
甘
藷
が
俘
ひ
寄
せ
ら

る
、

が
如
く
、
其
分
け
口
の

一
を
握
る
も
の
は
自
ら
他
の
分
け
口
を
握
る
。
挾
義

の
権
力
を
握

る
も
の
は
ま
た
地
位
を

得
、
地
位
を
得
る
も
の
は
ま
π
冨
を
得

る
。
交
明
國
の
政
治
は
金
権
の
左
右
す
る
所

ε
な
り
、
爵
位
ご
名
轡
ご
は

金
銭
を
以
て
購
は
れ
、
支
那
の
如
き
は
任
官
十
年
こ
れ
が
豪
富
を
作
る
唯

一
の
方
法
で
あ
る
。
経
済
史
観
の
論
調

よ
り
す

れ
ば
純
濟
的
勢
力
を
有
縛
る
も
の
、
即
ち
富
力
を
握

る

も

の

が
同
塒

に
統
治
権
の
實
際

の
掌
握
者
で
あ

る
。
此
聯
絡

の
傾
向
を
今
少
し
く
立
入
り
て
分
析
し
セ
い
ε
思
ふ
。
陀
ゴ
血
會
的
勢
力
の
種
々
な
ゐ
が
爲
に
、
其

相
互
的
關
係

の
す

べ
て
に
亘
る
事
を
得
す
、
た
ゴ
重
要
な
る
二
三
の
場
合
の
み
劫
考

察

し
た

い
。
.

今
地
位
ε
標
力
ε

(地
位
ε
封
立
せ
し
む
る
塒
権
力
ε
云
ふ
は
統
制
的
機
能
に
興
る
事

に
よ
b
て
分
享
せ
ら
る

＼
権
力
を
指
す
、
而
し
て
地
位
ε
云
ふ
は
統
制
的
機
能
に
興
る
事

ざ
は
關
係
無
く
、
肚
會
の
権
力
特
に
国
家
の
権

.

力

に
よ
り
保
護
せ
ら

る
工
成
員
の
聯
從
を
指
す
。
こ
の
事
前
述
の
如
く
で
あ
る
)
の
關
係
を
考

へ
る
。
就
曾
的
勢

力
相
互
間
の
相
互
吸
引
、
相
互
利
用
が
菟

れ
難
き
原
則
で
あ
る
以
上
、
此
場
合

に
も
二
の
聞

に
密
接
な
る
聯
絡
が

存
在
す
る
。
.先
づ
、
椹
力
は
地
位
を
俘
ふ
9
統
制
的
機
能

に
参
加
し
機
關
の
重
要
な
る
役
目
に
當

る
も
の
は
其
力

論

叢
、

階
紐
…に
畑
脚い
て
(三
)

第
レ
六
態

(第
二
號

五
三
)

三
一
九

■



「

】

.

論

叢

階
級
に
就
い
て
(三
)

第
+
六
唇

(第
二
號

五
四
)

三
二
〇

の
欲
望

の
自
然

な

る
結

果

、
撚
り
意
識

的

に
は
贋
避

け
む

こ
ε
を
求

め
な
が

ら
も
無
意
識

的

に
は
免

れ
難

き
結
果

`
し

て
、
此

職
権
を
自

己

の
利
益

の
嬬

に
利
用

せ
む
事
を
求

め
る
。
此

利
金

に
は
種

々

な

る

も

の
が
あ
り
得

る

が̀
、
其
中
景

も
重
要
な

る
も
の
は
地
位

で
あ

る
,
彼
等

は
其
職

分
を
離

る

、
事
あ
る

も
な

ほ

一
定

の
特
灌

を
其
手

に
残
留

せ
し

め
む
が
爲

に
、
自
ら
地
位

を
縛

む

・し
力

め
る
。
未

だ

制
度

・、」
し
て
か

エ
る
地

位

の
認

め
ら

れ
ざ

る
塒

は
新

に
此
制

度
を
創

設

し
、
既

に
此
制

度

の
存
在
す

る
場

合

に
ば

、
其
職

権

の
段
階

に
慮

じ
た

る

一
定

の
地

位
を

獲
得
す

る
。

勿
論
或

場
合

に
は

、
灌
力

を
有
す

る
も

の

、

一
部
分

の
み
が
此
地
位

を
獲
得
す

る
に
止

ま

る
事

も
あ

ら
う
、

撚
れ
ゼ、
も
、
統
制
的
機
能

に
参

加

し
灌
力

の
分
享

に
與

か
る
す

一、
て
の
人

々
の

一
種

の
肚
會

意
識
は
此
努

力

に
見

え
ぎ

る
後

後
を
與

ふ
る
事
に
よ

り
て
、

か

＼
る
傾
向

を
助

長
す

る
。

而
し
て
多

く

の
時
代

に
於

て
然

る
が

如

く
、
此
特
権
的
地
位

が
世
、襲
的
な

る
場

合

に
於

て
、

こ
れ

に
向

ふ
擢

力
の
利
用
は
愈
其
勢

を
弛

む
る
。
利
用

の

原
則

の

か
＼
る
作
用

、・、
相
並

び
て
吸
引

の
原

則

の
作
用
を

も
認

め
な
け
れ
ば

な
ら
諏
。
権

力

の
分
厚
久

し
き

に
及

べ
ば
、
共
支
持
者

に
封
ず

る
服
從

が
反

覆
持
綾

せ
ら
れ

る
、
服

従

の
反
覆
持
綾
は
自

ら
統

制

の
必
要
を
離

れ
て
服

從
の
爲

の
服
従

を
生

む
。

而
し

て
こ
れ

一
面

よ
り
見

れ
ば
威
力

の
事
質

に
外
な
ら

兎
。
所

謂
他

律
的
服
従

よ
り
涙
.

生
せ
ら

れ
た

る
自
律
的

服
従
は
制
度

の

上

に
何
等

か

の
影
響
な

き
能

は

ぬ
。
職

橿

の
故

に
兆
す

人
そ

の
も
の

、
故

に
服
従
す
る
傾
向
が
胤
愈

の
成

員

に
共

通

ε
な

る
に
及

べ
ば
、
す

べ
て

の
慣
習
的

事
籔

が
制
度

ε
化

し
行

く

一
般

揃
原

則

の
例

に
漏
煎
す
、
遊

服
從

が
制

度

の
申

に
探

b
容

わ
ら

れ
む

こ
ズ
)
を
要
求

す

る
傾
向
を

生
す

る
。
多

く

の



顧

場
合
此
要
求
は
明
示
的
の
も
の
で
は
無

い
・
黙
れ
こ
も
ヤ
権
力
の
分
享
者
が
其
勢
力
を
利
用
し
て
地
位
を
飢
設
、

獲
得
せ
む
ε
す
る
時
、

一
般
成
員

の
之
を
妨
げ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
之
に
連
合
し
之
を
助
長
せ
む
こ
す
る
も

の
、

一
に
此
要
求
の
無
意
識
的
に
作
用
す
る
に
よ
る
。

権
力
が
地
位
を
俘

ふ
拳
前
述
の
如
一
な
る
が
、
逆

に
、
地
位
は
ま
た
権
力
を
件
ふ
。
先
づ
、
利
用
の
原
則
を
眼

中
に
置
く
。
統
制
的
機
能
の
爲
に
す

る
権
、力
の
分
け
口
が
如
何

に
割
り
嘗
て
ら
る

、
か
、
.す

べ
て
の
人

々
の
力
の

欲
墜
を
是
認
す
る
以
上
、
此
権
力

の
分
掌
を
離
れ
て
な
ほ
、
飛
禽
的
勢
力
の
大
な
る
も
の

、
手
中

に
離
す
る
外
は

無

い
・
地
位
を
有
す

る
も
の
は
必
ず
其
地
位
を
利
用
し
て
此
権
力
を
握
ら
慧

す
る
。
特
欝

級
の
人
数
多
き
が

爲
に
彼
等
の

一
部
分
の
み
が
此
分
享

に
興
り
得

る
場
合
に
め
り
て
も
、
此
階
級
の
み
が
其
職
分
に
當
り
得
る
制
度

を
定
む

る
事
に
よ
り
て
.
將
來
の
分
享
の
資
格
を
保
留
す
る
。
特

に
肚
會

の
實
際
に
於
て
、
此
分
け
口
の
配
骨
は

大
抵
統
制
的
機
聾

断

て
縛
ま
れ
、
此
機
能
に
當

・
も
の
が
地
位
あ
・
.特
権
階
級
の
も
の
自
身
な
・
が
故

に
、
、

此
階
級
的
努
力
は
容
易
に
、
而
し
て
不
断
に
實
現
せ
ら
れ
る
。
撚
れ
ざ
も
此
場
合
、
更

に
重
要
な
る
も
の
疲

引

の
原
則
で
あ
る
。
前

に
も
述

べ
た
る
が
如
く
、
地
位
の
制
度
の
確
立
せ
ら
れ
た
る
所
、
成
員
は
此
地
瓶
の
支
持
者

に
封
し
て
、

一
生
の
韓
重
服
從
を
柳
ふ
、
着
し
灌
力
の
統
制
的
分
享
が
此
地
位
に
慮
ぜ
す
、
即
ち
.統
制
關
係
上
、
「

地
位
低
き
も
の
に
職
灌
に
封
ず
る
服
従
が
佛
ほ
れ
ざ
る

べ
か

ら

ざ

る
事
あ
ら
ば
、
成
員
は
頗

る
之
セ
苦
痛

、、
す

る
9
此
自
然
の
傾
向

の
結
果
ぜ
し
て
、
権
力
の
機
能
的
分
配
を
地
位
の
高
下
に
相
慮

せ
し
め
む
ε
す

る
要
求
が
成

論

叢

階
響

就

い
て
三

)

、

.

筆

六
巻

(第
二
號

「
五
五
)

三
三

"



ヨ

論

叢

階
級
に
就
い
て
(三
)

.

第
十
六
巻

(第
二
號

五
六
)

三
二
二

員

一
般
に
共

通
し
、
若
し
か
の
分
配
が
之
ε
相
慮
憧
ざ
る
時
は

一
種
の
反
抗
を
す
ら
生
す

る
、
此
二
の
原
則
の
作
用

は
同

一
な
る
方
向
を
有
し
て
、
結
揃
地
位
の
存
す
る
所

に
権

刀
、
詳
し
く
云

へ
ば
権
力
の
機
能
随
分
享
が
行
は
0

-
る
事
こ
な
る
。
勿
論
此
の
釦
き
は
、
地
位
が
就
曾
の
構
造

に
於
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す

る
場
合
に
限
る
、
地
位

的
特
権
の
塗
く
潰
滅
し
た
る
か
、
消
戯
せ
ざ
る
ま
で
も
、
僅

に
過
去
の
遣
物
ε
し
て
名
目
上
の
も
の
た

る
に
止
ま

.

る
事
近
代
文
明
國
の
如
き
に
至
り
て
は
、
灌
力
の
分
掌
が
地
位
の
線

に
從
ふ
ご
認
め
難

い
、
こ
者

の
關
係

は
今
日

僅

に
共
沸
を
椹
力
ξ
冨
力
ε
の
關

脈
に
残
留
す
る
、
地
位
の
権
力
を
俘
ふ
事
實
を
明
白

に
認

め
む

ピ
せ
ば
、
例

へ

ば
大
賢
令
に
見
る
べ
く
、
而
し
て
封
建
制
度
は
最
も
露
骨
に
之
を
物
語
る
。
然

晒
ご
も
注
意
す

べ
き
は
私
共
が
屡

々
此
原
則
の
繊
壊
を
認

の
得
る
、
そ
れ
は
権
力
分
享

の
擬
統
の
頂
上
に
位
す
る
も
の
が
自
己
の
競

筆
者
を
斥
け
自

己
初
安
全
な
ら

し
め
む
が
爲
に
取
る
政
策
で
め
る
。
或
場
合
、
欧
洲
中
世
の
王
者
は
其
行
政
官
吏
を
任
命
す
る
に

奴
隷
の
階
級
よ
り
し
た
。
こ
れ
は
貴
族
を
し
て
政
椹

の
分
掌
に
與

か
ら
し
む
る
時
、
此
権
力
ご
塘
位
的
特
権
こ
の

集
積

に
よ
り
て
自
己
の
地
位
を
危

か
ら
し
む
る
を
慮

っ
た
結
果
で
み
る
。
徳
川
時
代

の
老
中
を
大
藩
の
藩
主

に
求

め
ざ
る
政
策
に
む
同
様
の
考
が
加
味
せ
ら
れ
て
る
た
ε
云
ふ
。
此
種
の
事
例
…は
中
　よ
抉
じ
て
稀
な
ら
ざ
る
事
ε
思

ふ
。
而
し
て
、
こ
れ
は
力
の
欲
騒
が
或

華
情

の
下
に
作
用
す
る
特
寧
ろ
自
然
の
事
で
あ
る
、
而
も
か

＼
る
例
外
的

事
實

の
存
在
も
決
し
て
、
地
位
ご
擢
力
ご
の
間
に
存
す
る
聯
絡

の
領
内
を
否
定
す
る
も
の
に
非
す
、
蓋

し
そ
賎
は

飽

の
肚
會
的
法
則
ε
同
じ
く
、

一
の
傾
向
た
る
に
止

ま
る
が
赦
で
あ
る
。
.



聖

吃

ノ

橿
力

ε
富

ピ
の
間

に
も
ま
陀
密
接
な
る
聯
絡
が
め
る
、
而
し
て
此
聯
絡
は
そ
れ
ε
近
世
肚
會
問
題
ε
の
關
係
の

爲
に
學
者
の
注
意
を
惹
く
事
大
な
b
し
も
の
で
あ
る
。

一
般

に
権
力
は
富
を
俘

ふ
、
こ
の
事
ま

π
吸
引

の
原
則
、

利
用
の
原
則

の
作
用

に
よ
る
。
吸
引
の
原
則
は
此
場
合

に
あ
り
て
も
服
從
者

の
要
求
ご
し
て
作
用
す

る
。
権
力
者

に
射
し
て
其
保
護
を
受
く
る
事
の
必
要
、
其
好
意
を
受
く
る
事
の
利
盆
.
並

に

一
般
に
威
力
を
有
す
る
も
の
に
封

ず
る
尊
重
、
こ
れ
ら
の
動
機
は
向
ら
人
々
を
し
て
或
は
自
己
の
富
力
の

一
部
を
割

い
て
贈
興
す
る
に
至
ら

し
め
、
或

は
自
己
の
勢
役
を
無
償
に
給
付

せ
し
め
る
、
此
拳
蟹
は
租
税
が
か
、
る
贈
與
に
起
原
を
有
す
ご

一
派
の
畢
者

に
認

め
ら
る

、
ほ
こ
に
普
遍
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
貧
富
の
縣
…隔
…が
顯
蓉
ε
な
り
、

一
方
互
冨
の
惟
油惧
を
見

る
に
及

べ

ば
、
法
が
如
何

に
之
財
厳
禁
す
る
に
拘
賦
ら
す
、
北
極
の
腰
輿
は
種

々
な
る
形
式
を
以
て
行
は
れ
、
以
て
権

力
者

の
手
中

に
富
力
を
集
積
せ
し
め
る
。
撚
れ
ご
も
、
同
様
な
る
結
果
を
齎
す
所

の
更

に
、有
力
な

る

作
用
は
利
用
の

原
則
に
よ
り
て
瞥

よ
れ
る
。
此
原
則
は
勿
論
被
服
從
者
即
ち
擢
力
の
支
持
者
の
要
求
窪
し
て
作
用
す
る
。
而
し
て

共
作
用

の
如

何
に
顯
.著
に
し
て
普
遍
的
な
る
か
は
例

へ
ば
オ
ッ
ペ
ソ

ハ
イ

マ
ア
の
政
治
的
手
段

の
考
に
よ
b
て
も

明
で
あ
る
。
此
歌
絵
的
手
段
」は
継
濟
的
手
段

に
射
立
す
る
。
財
を
獲
得
す
る
方
法
に
二
種
あ
り
、
直
接

に
臼
己
の

勢
働

に
よ
る
は
纒
濟
的
手
段
を
用

ふ
る
も
の
、
間
接
に
絶
入
の
労
働
に
よ
る
は
政
治
的
手
段
を
用
ふ
る
も
の
.
後

者

の
最
も
重
な
る
も
の
.は
権
力
の
作
用
に
外
な
ら

ぬ
、
か
く
て
国
家
を
政
治
的
手
段

の
組
織
ご
見
る
。
私
は
今
他

方
よ
り
考
を
回
ら
す
。
富
力
の
内
容
た
る
財
産
権
は
其
基
礎
を
肚
曾
の
権
力
に
有
す

る
、
或
意
味
に
於
て
は
権
力

論

叢

階
級
に
就
い
て
(三
)

、第
+
六
巻

(硝
二
號

五
七
)

三
二
三

■



〆

論

叢

階
級
に
就
い
て
三

)

'

第
+
大
谷

(第
二
號

五
八
)

三
二
噂

の

一
種

の
表

現
で
あ

る
。
此
基
礎

た

る
権
力

の
作
爪

如

何

に
よ
り

て
は

全
然

贋
止

せ
ら

る

、
事
す
ら

も
可
虎

に
し

て
、
勿

論
容
易

に
其
集
散
、

分
布

を
決

定

し
得

ら

る

べ
き
で

め
る
。
権

力
ピ
就
蓐

あ

間

に
存
す

る
か

、
る
根
本

的
關
係
ぱ
椹
力
の
支
持
者
が
自
己
の
爲
に
権
力
を
利
用
す

る
事
に
よ
り
て
財
産
を
其
手
に
集
積
せ
し
む
る
事
の
當

然
に
可
能
な

る
を
思
ぼ
し
め
る
。
融
通
移
轄

の
性
償
乏
し
き
不
動
、庄
が
主
要
な
る
財
産
を
な
し
、
而
し
て
催
力
の

内
容
π
る
服
従
が
絶
対
的
な
り
し
封
建
制
度
.に
あ
り
て
は
"
土
地
が
所
謂
武
力
財
産

ε
し
〃
、権

力
に
比
例
』

、
所

有

せ
ら
れ
た
。
A
「
日

に
あ
り

て
も
、
権

力
の
磯

舵
的

分
享

に
蹴
ハる
も
の
が
其

職
権

の
利
一川

に
よ
り
て
往

々
互
悩
を

得

《
る
事
は
姑

く
説

か
す

、
其

多
.額
な

ろ
捧

紺

は
苦

口

り
絞

取
的
意

義
を
痩
仔

ぜ
し
む

る
も
の
で
あ

る
。
権

刀
が

一
般

に
絞
.敢
闘
係
を
保
障
す

る
千
段

な

り
ε
.謂
ふ
見

方

に
聞

し
て
は
後

の
叢
曾

に
述

べ
る
ぬ

権
力

が
如
何

に
富
力

を
俘

ひ
頚
る
か
は
な
ほ
詳
細

な

る
耐
會

,恥
理
的

分
析

ε
歴

史
的
考
察

ご

に
値
す

る
事
柄

で

め

る

ご

思

ふ
け

晒
,・」

.

も
、
藪

に
は
深
く
立

入
ら
ず
。

私
は
韓

じ

て
富
力
が
如

何

に
し

て
権
力
を
俘

ふ
か
を
考

察
し
た

い
。

肚
會

の
権
…力
の
機
能
的

分
享

し
就

い
て
は
此
際

な

ほ

一
言

を
要
す

る
も
の
が
あ
る
。
そ

れ

に
は
肚

會

の
統

一
的

意

志
の
決
定

に
蓼
.興

し
之

を
左

右
す

る
意
味

の
分
享

ド
}其
意
志

の
執
行

を
司

る
意
味

の
分
享

ε
こ
れ

で
あ
る

.
此

畢
前

に
述

べ
た

る
所

。
而
し

遁
私

共
が
機
能
的

に
分
草
す

る
権

力
に
は
此

瞳
別

に
慮

じ
て
二
種

の
も
の
が
あ
り
得

る
、
假

三

を
支
配
的
権
力
・し
云
ひ
他
を
執
行
的
権
力
ε
名
づ
け
雄
。
前
者
を
立
法
的
確
力
ε
よ
ば
む
に
は
、
此

語
の
伴

へ
る
法
律
的
意
義

の
爲
し
誤
解
を
生
ぜ
む
こ
オ
を
恐
れ
る
。
今
ま
で
は
此
二
者
を

一
括

し
て
分
派
す
、
共

,



實
は
重

に
執
行
的
権
力
を
中
心
ε
し
て
地
位
ε
擢
力
、
椹
力
`
冨
ε
の
聯
絡
ε
を
述

べ
把

る
が
、
富
力
が
権
力
を

件

ふ

一
ε
の
考
察
に
閲
し
て
は
二
者
を
明
権
に
匪
刑
し
支
配
的
権

力
を
眼
中
よ
b
逸
す
る
事
を
許
さ
澱
。
こ
れ
丈

を
必
要
の
前
世
ざ
し
て
.
富
力
が
如
何
に
し
て
権
力
を
伴

ふ
か
の
考
察

に
入
る
。
此
際
ま
π
、
吸
引

の
原
則
、
利
、

用

の
原
則
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
用
を
認

め
得
る
.
今
権
力
の
分
配
が
或
姿

に
於
て
行
は
れ
た
る

一
定
の
時
期
を
ε
り

て
垢

へ
る
、
権
力
の
支
持
者
は

一
方
に
於
て
、
多
・、
は
階

秋
的
層
位
の
対
等
な
る
も
の
ε
し
て
富
者
ε
の
間

に
密

接
な
る
接
鯛
關
係
を
保

つ
、
此
肚
交
的
聯
絡
よ
り
し
て
、
富
力
の
支
持
者
は
権
力
の
支
持
者
の
圏
内
に
入
り
得

べ

き
可
能
性
を
有
す

る
事
大
で
み
る
、
叉
櫻
力
の
支
持
者
は
自
己
の
利
益
の
儒
に
富
力
の
支
持
者

の
歓
心
を
買
ひ
其

庇
護
を
得
る
事
を
必
要
な
り
ご
す
る
、
此
結
果
富
者
を
し
て
自
然
権
力

分
享
の
範
園

に
導

き

入

る

＼
傾
向
が
多

い
。
権
力
の
支
持
者
以
外
の

一
般
世
人
に
あ

り
て
も
.
所
謂
貧
富
の
階
級
争
闘
は
常
態

に
井
す
し
て
過
渡
期

の
攣

象
の
み
、
常
態
ε
し
て
は
宗
漱
、
湛
徳

、
藝
術
、
哲
學

の
如
き
も
の
が
弱
者

の
僑
に

一
種
の
目

か
く
し
の
役
目
を

瞥
み
、
其
間

に
調
和
的
關
係
が
存
綾
す
る
、
彼
等
は
階
級
問

の
利
害

の
衝
突
の
事
實
を
正
醜
し
な
い
。
富
力
の
支

持
者
に
謝
し
て
は
其
方
の
爲
に

↓
種

の
曾
重
服
從
を
す
ら
罷
え
、
権
力
の
寧
ろ
彼
等
の
手
中

に
入
る
事
を
自
然
な

り
と

す
る
。
黙
れ
こ
も
、
か

＼
る
吸
引
め
原
則
こ
向

一
の
方
向
に
作
用
し
な
が
ら
遙
に
重
.要
な
る
も
の
ば
利
用
の

原
則
で
あ
る
。
富
力
を
握
れ
る
も
の
は
或
は
支
配
の
欲
望
を
満
足
せ
し
め
む
が
爲
に
、
或
は
職
権
の
利
用
に
よ
り

の

て
共
富
力
を
増
加

せ
し
め
む

が
爲

に
、
富

力
そ

の
も

の

、
利
用

〔多

く
は
権
力

の
支
持

者

に
封

ず

る
買

牧

、.
贈
與

論

叢

階
級
に
競
い
二

三
)

翔
+
六
巻

(第
二
號

五
九
)

三
.玉

＼

、

■



,

論

驚

階
級
に
就
い
て
(三
)

簾
+
大
巻

粛

[…號

大
9

三
二
六

其
他
種

々
の
形
に
於
け
る
抱
き
込
み
)
を
行
ひ
、
以
て
自
ら
執
行
擬
闘
そ
の
も
の
、
中

に
入
り
込
む
。
此
の
如
き

極
端
な
る
方
法
に
よ
る
利
用
が
よ
し
稀
な
り
ε
す
る
も
、
箆
力
の
支
持
者
の
意
志
に
迎
合
す
る
肚
會
の
制
度
は
多

(
は

㎜
定
の
敏
育
、
閲
歴
を
以
て
此
執
行
機
關
に
入
b
込
む
不
可
飲

の
條
件
こ
す
る
、
富
力
は
常

に
此
徐
得
た
る

資
格
を
得
る
爲
に
用
ひ
ら
れ
、
云
は
ば
執
行
的
権
力
の
分
享
の
網
に
間
接
に
利
用
せ
ら
れ
る
。
撚
れ
.ε
も
富
力
が

.

権
力
を
俘
ふ
事
は
此
執
行
的
権
力
の
方
面
に
於
け
る
よ
り
も
、
更

に
支
配
的
権
力
の
方
面
に
於
て
明
に
認
め
ら
れ

る
。
支
配
的
構
力
即
ち
耐
會
の
意
志
を
決
定
す

る
梶
力
を
分
草
す

る
彼
等
の
道
行
は
二
つ
に
分
れ
る
。
共
直
接
的

な
る
方
法
は
此
意
志
の
決
定
機
關
の
重
要
な
る
役
目

に
自
ら
入
り
込
む
事
に
外
な
ら
す
、
窟
力
を
擁
す
る
も
の
が

共
勢
力
の
利
用
に
よ
b
て
之
を
遂
行
し
得
る
事
は
執
行
的
権
力
の
分
.享
の
場
合

に
説

き
た
る
ε
同

一
で
あ
る
。
撚

れ
こ
も
こ
れ
の
み
が
唯

一
の
方
法

し
非
す
し
て
、
別

に
有
力
な
る
間
接
的
方
法
の
存
在
す

る
事
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
弧
。
砒
會
の
意
志
の
決
定
機
關
を
構
成
す
る
個
人
は
自
己
の
利
益
の
爲
に
富
力
を
有
す
る
も
の

、
意
志
を
代

表
す
る
、
萬

一
後
者
の
意
志
に
反
し
其
利
益
を
{侵
害
す
る
が
如
き
内
容
が
肚
會
の
意
志
ご
し
て
決
定
さ
れ
む
ε
す

る
時
に
は
、
彼
等
は
其
勢
力
の
利
用

に
よ
り
て
其
決
定
を
妨
げ
又
決
定
せ
ら
れ
た
る
意
志
の
執
行
を
阻
止
す

る
事

が
出
水

る
。
此

の
如
く
に
し
て
、
彼
.等
は
自
ら
決
定
機
關

に
入
り
込
む
事
無
し
ε
す
る
も
、
趾
會
の
意
志
を
自
己

の
利
益

に
從
ひ
て
決
定
す

る
可
能
を
有
す

る
。
彼
等
は
形
式
的
に
は
支
配
的
握
力
を
有
せ
ざ
る
事
あ
る

べ
し
、
而

も
實
蟹
的

に
は
明
に
之
を
分
草
す
る
。
執
行
機
關
こ
て
も
或
程
度
に
於
て
、
少
く
も
法
規
、
規
約
等
の

=
識
的
親



定
を
簸
げ
る
欝

に
於
て
証

會
の
意
志
の
構
成
の
讐

當
・
。
而
し
三

身

の
支
署

が
自
ら
執
行
機
關
に

入
b
込
ま
ざ
る
事
あ
る
も
、
前
述
の
事
情
に
よ
り
て
ま
た
其
意
志
構
成
を
自
己
の
利
に
從
は
し
む
る
事
を
得
、
此

意
味
に
於
て
富
力
は
常

に
支
配
的
権
力
を
握
る
。
如
上
の
説
明
に
し
て
眞
な
り
ε
せ
ば
、
富
力
を
有
す

る
も
の
は

.

常
に
少
く
も
買
偵
的
椹
刀
を
握
る
妄

は
な
け
れ
ば
な
畠

。国
家
に
翻
し
て
云
ふ
腰

、政
治
的
権
力
は
常
に
経

濟
的
勢
力
に
從
ふ
・
讐

著

す
る
も
の
年

中
に
薯

が
籍

す
る
。私
髭

命
題
が
唯
物
史
墾

は
経
済
観

露

盤
的
な
る
甦

的
籍

を
享

る
慰

讐

,
撚
れ
こ
も
萱

親
の
支
持
者
が
現
に
か

・
身

を
抱
け
る
事

ば
事
導

あ
る
・
而
し
て
そ
れ
梟

し
て
祉
曾
の
事
情
の
知
曾

抱
は
ら
す
書

な
皇

認

の
得

ぎ

や
如
何
。

私
感

ふ
に
・
過
去
の
歴
史
に
於
て
一

食

国
家
の
み
を
眼
中
に
置
い
て
論
ず
る
一

政
治
的
権
力
、
更
に

制
限

し
て
云

へ
ば
藪

に
名
づ
く
る
支
配
的
権
力
が
経
済
的
勢
力

に
巫
・行

し
、
富
力
の
所
有
者
の
手
中
に
あ
b
た
る

覆

車
讐

認
め
な
け
れ
ば
な
島

。
黙
れ
こ
も
、
此
事
は
経
済
的
勢
力
そ
の
も
の
に
政
治
的
標
力
を
握
り
得

べ

き
必

然

性

の

存

す

る

故

で

は
無

い
。

成

程

近

代

の

砒
.會

組

織

に
　あ
下

て

は

、

富

力

の

支

持

者

即
ち
有
産
者
階
級
が
其
経
済
的
勢
力
の
故

に
支

配
的
権
力
を
握
る
。
撚
れ
、xL
も
.
過
去
の
多
く
の
時
期
に
於
て
此

二
者
の
並
行
し
た
り
し
事
は
、
富
力
が
権
力
を
俘

ふ
が
故
に
二
者

の
準
行
し
た
、る
が
.故

に
井
す

し
て
、
他

の
第
三

者
が
此

二
君
を
共

に
伸
ふ
が
故
に
二
者

の
雫
行

を
見
π
る
も
の
で
め
る
。
直
裁

に
云

へ
ば
地
位
あ
る
も
の
ぽ
同
時

に
當
聴
の
富
力
所
有
者
で
め
る
、
彼
等
は
其
地
位
の
故

に
政
治
的
権
力
を
握
る
、、
從
ひ
て
富
力
の
有
所
者
が
灌
力

論

叢

羅

漉

い
て
三
)

第
+
六
巻

(第
二
號

六
一
)

三
二
七

"



論

叢

階
級
に
就
い
て
(三
)

第
卜
六
巻

(第
二
號

六
二
)

三
一天

を
有
す

る

ご
し

て
も

、
彼
等

は
其

富
力

の
故

に
之

を
握

る
に
非
ず

、
二
者

の
竿

秤

は
云

は

～
偶

然
的
で

め
る
。
試

み

に
封
建
制

度
を
見

よ
、
當
特

の
諸
侯

75
至
黄
土

は

土
地

の
所
有
者
な

る
が
故

に
政

治
上

の
罐
力

を

握

る

に
井

す
、
其

「
定

の
地
位
-

固
定
し
た
る
服
従
の
關
係

1
　
の
故
に
土
地
を
有
し
ま
た
政
治
上
の
権
力
を
有
す
る
。

謂

ふ
に
、
地
位
は
権
力
の
保
障
す

る
所
の
人
そ
の
も
の
に
封
ず

る
服
従
で
あ
る
、
而
し
て
直
接
的
な
る
勢
力
で
あ

る
。
富
力
は
前
に
述

べ
た
る
意
味
に
於
て
間
接
的
な
る
勢
力
に
過
ぎ
諏
。
此
二
者

の
問

に
は
自
ら
強
弱
の
差
異
あ
る

も
の
ご
思
は
れ
る
。
微
弱
な
る
地
位
の
勢
力
が
E
人
な
る
富
力
を
塵
近
し
得

べ
し
ε
云
ふ
の
で
は
無

い
、
三
権
の

勢
力
の
性
質
よ
り
見
て
大
髄

の
事
を
云
ふ
。
盧
接
的
な
る
、
而
し
て
人
そ
の
も
の
に
謝
す

る
勢
力
は
間
接
的
な
る
、

而
し
て
服
従
者
の
欲
求
を
條
件
ご
な
し
そ
の
根
渡
に
於
て
の
み
作
用
す

る
勢
力
に
比
し
て
優
勝
を
占
.む

べ
き
筈
で

あ
る
。
か
る
が
故

に
、
地

位
特
に
身
分
の
制
度
が
十
分
の
脹
格
さ
を
以
て
保
だ
れ
た
る
時
代
に
あ
b
て
は
、
纏
濟

的
勢
力
が
此
勢
力
を
撚
倒
し
て
政
治
的
催
力
を
撮
り
得
る
、事
が
無
い
、
後
者
は
常
に
地
位
の
手
に
握

ら

れ

て

み

た
。
而
し
て
此
優
勢
な
る
地
位
の
勢
力
が
殆
ご
亡
び
去

る
に
及
び
で
は
じ
め
て
富
力
の
支
配
的
権
力
が
確
立
せ
ら

れ
る
。
此
の
如
く
、
繧
濟
的
勢
力
ε
政
治
的
椹
力
ご
の
卒
行
は
過
去

に
於
て
も
必
然
的
事
實

に
非
ざ
り
し
が
如
く

將
來
に
殻
て
も
亦
必
然
の
事
實
で
あ
る
芭
は
考

へ
ら
れ
瀕
。
載
る
ほ
こ
、
近
代
の
民
主
的
組
織
の
国
家
に
あ
り
て

は
地
位

の
制
度
は
殆
ご
消
滅
し
去
り
、
從
ひ
て
富
力
の
み
が
唯

一
の
勢
力
こ
し
て
騰
る
姿
で
あ
る
、
か
一
て
當
然
政

治
淘
権
力
は
現
在
も
、
而
し
て
私
有
財
履
制
疫
の
廃
止
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
永
久

に
、此
富
力
の
支
持
者
に
蹄
属
す

べ



ノ

」

と

畿

せ
ら
れ
る
・
、黙
れ
・ミ

・
柴

挺

し
て
養

な
り
・・
は
悪

ら
爵

。
將
沓

讐

政
治
羅

力
が

欝

的
勢
力
に
.從
ふ
　
し
鼠

態

ら
れ
す
妄

秦

ル
・
ζ

ア
・
ズ
・
の
藁

方
は
當
を
得
て
帰

り
。
間
接

的
勢
力
は
服
従
者
の
要
求
を
通
し
て
の
み
肚
曾
的
勢
力
で
あ
る
、
服
従
者
が
此
要
求
を
意
識
的
に
地
乗
す
る
恥
、
も

は
や
彼
慧

砦

力
に
封
ず
る
服
讐

で
は
無
一
な
る
。
況
ん
や
馨

が
集
團
を
形
成
」
、
些

集
團
の
盤

に

服
従
を
捧
ぐ
る
聴
・
此
團
騰
の
権
力
は
優

に
富
力
を
排
し
て
肚
會

の
支
配
的
権
力
を
掌
握

し
得
る
。
か
N
る
場
合

に
舎

て
は
轡
男

の
支
持
者
は
も
ば
や
支
配
的
権
力
の
支
持
者

に
非
す

し
て
被
支
馴
者
の
地
位
に
沈
ま
嫁
け
れ
ば

な
ら
ぬ
・
要
す
る
に
・
政
治
的
権
力
羅

濟
的
勢
ガ
の
支
持
者
の
手

に
蹄
學

べ
し
ε
云
ふ
は
過
去

に
就

い
て
眞

な
ら
ざ
る
が
如
一
・
將
來
に
關

し
て
も
眞
な
ら
す
。
そ
れ
は
ζ

地
位
の
制
度
其
方
を
失
ひ
、
無
産
誘

團
騰
的
灌

力

の
+

分
に
形
成

せ
ら
れ
ざ

る

蘚

類

に
關

し
て
の

み
眞

・じ
あ

る
。

ギ

ル
ド

・

シ
ア
リ
ズ

・
は
政

治
経
済

二
勢

力

の
百
行
が
将
来
に
於
て
必
然
な
あ
さ
る
を
説
け
こ
も
、
過
去
に
於
て
常

に
必
ず
然
る
事
を
説
く
。
私
は
過
去

に
於

て
も
何
故
に
政
.治
的
権
力
が
経
済
的
勢
力
に
從
ふ

バ
き
か
を
理
解
す
る
事
能
は
す
」
何
故
に
現
代
を
境

界
ご
し
て

此
二
力

の
關
係
に
根
本
的
差
異
の
成
立
せ
ざ
る

べ
か
ら
さ
る
か
を
理
解
す
る
を
得
諏
。

論

勤敢

階
…級
…に
就
…
.い
て

(
三
)

第

+
六
巻

(第
二
號

六
三
)

三
二
九

■


